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茶抽 出物中で γ
一ア ミノ酪酸を生成す る乳酸菌

　　　　Lactohαcillus　brewis　mh4219 の分離と

それを用 い た発酵茶飲料 の ス トレ ス 軽減効果

森 久子 ＊ ・渡部　恭子 ・磯野　義員

（2007年 10月 19 日受付　2007年 11月 19 日受理）

　Isolation　of 　a　I．actic 　Acid　Bacterium
，
　Lαctob αcittus　brewis　mh4219

，
　Producing

H 童gh　Level　of γ
一Aminobutyric　Acid（GABA ）in

「
rea　Extract　and 　Stress　Reducing

　　　　　　　　Effect　of 　Cultured］［セa　Beverage　Containinig　GABA

　Hisako　Mori＊，　Kyoko 　Watanabe ，　and 　Y ）shikazu 　Isono（Biwako　Reseαrc〃 nstitute，　Otsultafoods　Co．，

　1二td．，／−IJ−」1（aras 〔zhi，　Otsu，5ん碆α 520−0／06）Seibutsu−kogaku ：85，521−526，2007，

　　 A　screening 　test　was 　carried 　out 　to　obtain 　a　lactic　acid　bactcria　tha［producedGABAin 　green　tea　extrac 〔，

　 and 　strain 　mh4219was 　isolated．　This　isolalcconvcrtcd　94．4％ of 　giutamic　acid 　to　GABA 　even 　in　a　green
　 tea　extract 　containing 　4．3　mg ！ml 　of 　tannin ．　The 　isolate　mh4219was 　identified　as 五（tctobacitius

’
　brevis　from

　 the 　partial　base　sequence 　of 　l　6s　rDNA ，　the 　mode 　of 　fermentation，　and 　thc　phenotypic　characteristics ．

　Agreen 　tea　bcverage　cultured 　with 　mh4219was 　assayed 　fbr　anti −stress 　actbn 　bアa　Krepelin
’
s　stress 　load

　 test．　The　cultured 　grcen　tea　bcveragc　allcviatcd 　su 塚cctivc 　fatigue　detcrmined　by　POMS 　and 　subjective

　 symptom 　tests　in　thc　hcalt11γ aduLt　tcst　groups．　However，　such 　stress　markcrs 　prcsent　in　saliva　as

　 ⊂hromogr跚 in　A　and α
・amylasc 　did　not 　show 　slgnificant　differences　berween　the 　group　who 　took 　thc

　 cul 〔ured 　tea　beverage　and 　the 　pla（：ebo 　group・

　 ［Keアwords ：，
，−aminobut ｝

’
ric　a〔id，　GABA ，　Lactobaご沼掛 厩 幡 ，　stress，　tea］

　γ
一ア ミノ酪酸 （GABA ）は生物界に広 く存在する非タ

ン パ ク性ア ミ ノ酸の
一

種で あ り，野菜，果物を始め各種

の食晶素材に含まれ て い る，GABA は 日常の食生活の中

で摂取さ れ て い る食品成分 の
一

つ で あ り 1 十分な食経験

がある安全性の高い物質の
一

つ と考え られて い る．動物

に お い て GABA は抑制系の神経伝達物質として知 られて

お り，血 管拡張，交感神経抑制な ど に よ る血 圧低下 （上

昇抑制）作用
且・4）を有す る こ とが知 られて い る．また，脳

代謝促進作用があり，医薬品 として頭部外傷性後遺症に

伴 う記憶障害，睡眠障害，頭痛，耳鳴 りな どの 諸症状 を

適応 として用 い られて い る 5｝．さらに精神安定作用 S），中

性脂肪増加抑制作用
7｝，抗 ス トレ ス 作用

B｝な ども報告さ

れ て い る．こ の ように有用な生理作用か らGABA は機能

性食品素材 として注 目されて い る．米 を浸漬し，GABA

含量を増大させた もの 9），トマ ト，ピーマ ン な どの グル

タ ミン酸脱水素酵素を利用 し，GABA を蓄積させ る方法

且゚ ）
tGABA を富化 した ク ロ レ ラ

】 1〕な どが報告され て い

る．また，茶葉を嫌気処理する こ とによっ て GABA を富

化さ せ た茶 も知ら れて い る 12｝．微生物で は紅麹に GABA

が含まれ る こ とが知 られ て お り］S），血圧調製作用を目的

とした食品素材として 用 い られて い る．また，乳酸菌の

一
部に も高濃度の GABA を生成する もの が知られ て お り

14），焼酎粕 11），米糠 T6〕，　 fL　s｝などを発酵原料に，ある い

は培地 に グル タ ミ ン 酸を添加する こ とに よ っ て 多量の

GABA を生成 させ る方法が報告され て い る
17・18）．

　
一
方 碁石茶，阿波番茶な どの 乳酸発酵茶が

一
部 の 地

域にお い て伝統的 に 製造されて い る、これ らに 見 い だ さ

れる乳酸菌は茶に含まれるカテキ ン 類や タ ン ニ ン 酸 に 対

して耐性の あるLactobaciltus　PlantαnLm が主要な乳酸菌 と

されて お り19｝，こ れ らの製品はわずかな量の GABA を含

＊

連絡先　大塚食品株式会社琵琶湖研究所 （〒 520−OIO6 滋賀県大津市唐崎 1−ll−1）
　TEL ．077−579−5980　FAX ．　e77−579−7096　E−mail ： hmori ＠otsukafoods ．cojp
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むに過ぎな い ，乳酸発酵茶は全国的 に はあま り知られ て

い ない が，さわやかな酸味を有し，徳島県な どで は
一

般

的に飲用 されて い る．今 日．各種の茶系飲料が販売され

て い るが，茶中で乳酸発酵を行う こ とに よ り官能的な特

徴付 けを行 うとともに GABA を生成 させ る こ とが で きれ

ば，ス トレ ス 軽減作用な どが期待できる新 しい 茶系飲料

が開発で きる．

　そ こ で，本研究では茶抽出液中で生育 しGABA を生成

する乳酸菌の検索を行っ た．また，得られ た乳酸菌を用

い ，乳酸発酵茶飲料を調製し，ス トレ ス軽減効果につ い

て も検討 した．

実験方法

　GABA の測定法　　培養液中の GABA は，薄層ク ロ マ

トグラ フ ィ
ー （TLG ）お よび高速液体 ク ロ マ トグラ

フ ィ
ー （HPLG ）で測定した．　 TLC の検体に は培養 ヒ澄

を用 い ，HPLC には，さらに限外ろ過 （東洋濾紙製ウル

トラフ ィ ル タ
ー

ユ ニ ッ トUSY 一1）を行い 用 い た．　 TLG は

GeUose　F （Merck） を用 い ，　 n −butanol！acc 〔ic　acid 〆H20

（312！1，v！v）を展開溶媒 と し て行 っ た．発色試薬は ニ ン

ヒ ドリン を用 い た．HPLC による測定は，逆相イオ ン ペ

ア ク ロ マ トグラ フ ィ
ー fポ ス トカ ラム 誘導体化法に よ

り次 の ように行 っ た ；カ ラム ：shim−pack　vP−oDs150

mml × 4．6　mm 　I．D ，（島津製作所），移動柑 ： 10mM 　ヘ

プタ ン ス ル ホ ン 酸ナ トリウ ム を含む 20　mM リン 酸バ ッ

フ ァ
ー （pH2．5），流速 ：O．8　mlfmin ，反応試薬 ；OPA 試

薬キ ッ ト （和光純薬製），流速 ：0．4　mllmin ，検出器 ：蛍

光検出器 （Ex ＝350　nm ，　Em ＝450　nm ）．

　GABA 生産乳酸菌の ス ク リ
ーニ ング　　発酵食品な ど

から分離 した乳酸菌 136株に つ い て 1％ グル タ ミン 酸水

素ナ トリウ ム 1 水和物 を含む MRS 　broth （Difco）で，

30°C，48 時間培養し，TLC で GABA の 生成が認められ

た菌株を選択 した．次 に GABA 生成が 認め られた菌株に

つ い て 1％ グル タ ミン 酸水素ナ ト リ ウ ム 1水和物を含む

M　 RS　broth （Difco）に茶抽出物を Brix　O．25％ （タ ン ニ

ン 含量 360 μ1mI）とな る よ うに添加 した培地 で 30°C，48

時間培養 し，HPLC で GABA 生産量を測定した．

　選抜 し た乳酸菌に つ い て の試験は，Brix　O．25％ （タ ン

ニ ン 含量．960μfml）の茶抽出液 （通常の飲用レ ベ ル濃度）

に グル コ ース 1％，酵母エ キ ス 0．5％，大豆ペ プチ ドSMP

（不二製油）1％ を添加 した培地を用い た，

　乳酸菌の 同定　　培養前後の グル コ ース お よ び乳酸を

グル コ ース B テ ス トワ コ ー （和光純薬）と F一キ ッ トD ・乳

酸 1L一乳酸 （Roche）用い ，定量する こ とで乳酸発酵形式

を判定 し，ア ピ 50CH150CHL （ビオ メ リ ュ
ー社）を 用

い ，糖の資化性を判定 した．
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　 16S　ribosonlal 　RNA 遺伝子 （16S　rDNA ）の塩基配列

は，PGR に より5味 端側約 r）　oo　bp の領域を増幅し，サイ

クル シー
クエ ン ス法で決定 した．PGR に は MicroSeq　500

16S　rDNA 　bactcrial　idcntiiic2しtion　PCR 　kit（Applied 　Bio−

systcms ，　CA，　USA ）を使用 し，サイク ル シー
クエ ン ス に

は，MicroSeq500 　16S 　rDNA 　bacterial　 identification

sequenclngkit （Applicd 　Biosアstcms ，　CA，　USA ）を使用 し

Applicd　Biosystcms 社の プ ロ トコ ール に 従 っ て 行 っ た．

得 られた 16S　rDNA の 塩基配列 を用 い て MicroSeq　bac−

terial　 500　iibrary　V．0023　（Applied　Biosystcms，　 CA，

USA ） に対す る相同検索を行い ，さらに BLAST を用 い

て GenBank ！DDBJfEMBI ．）に対する相同検索を行っ た．

　発酵茶飲料の抗ス トレ ス作用　　被検物は，mh4219

株で 発酵 した茶抽出液を主成分とし，香料な どを加え，

約 IOO　mg
’
の GABA を含む物で

「
lable　1に そ の栄養成分を

示 す．なお，プ ラセ ボ飲料は犬発酵の被検物 と同 じ茶抽

出液を主成分 とし，同じ香料な どを加 えた もの を用 い た．

　試験は．16 名の 健康な成人男女 （25−56 歳）を2群に

分け，被検物またはプラセ ボ飲料 （100　g）を 1本摂取さ

せ ，摂取後 4S 分後に 15 分間 の 内田ク レ ペ リン 検査 （株

式会社 日本 ・精神技術研究所）によるス トレ ス負荷を行 っ

た．その後 15分間安静に させ た．被検飲物 （あるい はプ

ラセ ボ飲料）摂取前，ク レ ペ リン 検査による ス トレ ス 負

荷 直後，安静後の 3 回唾液を採取し，こ の 唾液中の ス ト

レ ス マ
ー

カ
ー

（ク ロ モ グラニ ン A．α一ア ミ ラ
ーゼ）を測

定 した．また同時に POMS 短縮版 （金子書房），自覚症

状 しらべ （日本産業衛生学会産業疲労研究会，2002 年）

を用い ，主観的疲労の 調査 をした．なお T 試験は 1週間

の 間隔を空 けて ク ロ ス オーバ ーで実施した．被検者は体

調不良，服薬中，通院治療中の者は除外し，試験開姶24

時間以内に GABA 添加飲食品を摂取せず，多量の 飲酒を

して い な い こ とを条件とした．被検者に は事前に試験の

主旨を十分説明 した うえ で，本人の 自由意志に よ る試験

参加 へ の文書に よ る 同意を得た．試験結果に っ い て は t検

定に よ る有意差検定を行 っ た．　　　　　　　　
’燭

　唾液中の ス トレ ス マ
ーカー測定法　　唾液は Salivettc

T 丑b正el ．　Nutr亘ent 　contents 　in　cultured 　tca 　beverage．

Nutrients Plzcebo〆100　g　　　Sample ！lOO　g

EnergyProteinLipid

（：arbohvdrate

Theanine

GABA

14kcalOmgOmg3

．592

，81ngLl

　 mg

正5kca1

 ．290mg3

．59

　2．7mg109

．7mg
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（Sarstedt社製）を用 い
t 被験者に脱脂綿を数分間咀嚼さ

せ る こ とに より採取した．こ れを 1000　xg で 2分間遠心

し，その 遠心上澄 を唾液試料とした．α一ア ミラーゼ の 測定

はそれぞれ Salivaryα 一amylase 　assay 　kit（Salimcrics社製）

を用 い 行 っ た．ク ロ モ グラニ ン Aの 測定 はYKO70 　Human

Ghromogranin　A　F．IA （矢内原研究所製）を用 い 測定を

行 っ た．ク ロ モ グラニ ン A の値に つ い て は 同時に Protein

assa γ kit　II （Bio−Rad 　Laboratorics）を用 い ，タ ン パ ク含

量を測定 し，唾液中の タ ン パ ク質あた りの含有量で 比較

した．

50505050505　

1122334455

TGGAGAG下T丁　GATCCTGGCT　CAGGACGAAC　GCTGGCGGCA　TGCCTAATAC
ATGCAAG丁CG　AACGAGCTTC　CGTTGAATGA　CGTGCTTGCA　CTGATTTCAA
CAATGAAGCG　AGTGGCGAAC　丁GGTGAGTAA　OACGTGGGGA　A丁CTGCCCAG
AAGCAGGGGA　TAACACTTGG　AAACAGGTGC　TAATACeG丁A　TAAGAACAAA
ATGGGCATGG 　ATyTTGT 下TG　AAAGGTGGCT　TCGGCTATGA　C丁TCTGGATG

A丁CCCGCGGC　GTA丁TAGTTA　GTTGGTGAGG　TAAAGGCCCA　CCAAGACGAT
GATACGTAGC　CGACCTGAGA　GGGTAATCGG　CCACATTGGG　ACTGAGACAC
GGGCCAAAGT　CCTACGGGAG　GCAGCAGTAG　GGMTCTTCC　ACAATGGACG
AAAG丁CTGA丁　GGA6CAATGC　CGCGTGAGTG　AAGAAGGGTT　TCGGCTCGTA
AAAGTCTGTT　GTTAAA6AAG　AACACCTTTG　AGAGTAACTG　TTCAAGGGTT
GACGGTATTT　AAGGAGAAAG　CCACGGC下AA　CTACGTGCCA　GCAGCCGCGG
TAFig

．　L　NucleoLide　 sequence 　of 　16S　rDNA 　ofstrain 　mh4219 ．

実験結果および考察

　GABA 生産菌の ス ク リーニ ン グ， 同定　　発酵食品な

どか ら分離 した乳酸菌 136株の 中か ら緑茶抽出物中で も

高い GABA 生産能を示した mh4219 株を選抜した、こ の

mh4219 株は，滋賀県で 製造 された キ ム チ よ り分離した

Table　2，　 Idcntification〔〕f　strain 　mh4219 ．

mh4219

Cell　shape

Growth 　aし ］0 − 45°C

Gr艮 m 　staining

Ga［alaseOxidasc

　rcactbn

Fermentation　type

Lactic　a⊂id　isomer

Acid　formationだrom

　 L−Arabinose

RibroseD

−XアloseGalactose

GlucoseFructoseManniLol

α
一Methyl−D −glucoside

N −Accty］−glucosamine
MaltoseMclll

〕iose

Gluconate

5−Ket・
−gluc  nate

Rod

十

十

HeteroDL

十

十

十

十

十

十

w

十

w

十

www

　The 　 mh4219 　did　 not 　produce　 any 　 acid 　 from　gl｝・cerol ，
er アthritoL　n

−arabinosc ，【−xylosc ，　adonitol ，β一meth ア1−D −x アloside，
mannose ，　 sQrbose ，　 rhamnosc ，　 dulcito頁，　 mo8itol ，　 sorbitol ，α

一
methyl −D−mannoside ，　amigda ｝in，　urbutin ，　esculin ，　sal畫cin，　cello −
biose，　lactesc，　sucrusc ，　trehalose，　inulin，　 melezitose ，　raffmose ，
starch ，9正ycogcn，　x ｝ilitol ，　gcntiobiose，　D −turanose ，　D −1アxose ，　D −
tagatose ，　D −fucose，　D −arabitol ，　L −arabitol ，　and 　2−keto−gluconate．
w ，weakly 　positive・

菌株で あ る．

　 mh4219 株の生化学的性質は Table　2の とお りで あ る．

mh4219 株の 16S　rDNA の 部分塩基配列 （Fig．1）は，相

同率99．5％で 肋 伽 う磁 〃鷹 伽 泌 に最 も高い 相同性を示し

た．さ らに乳酸発酵形式は，ヘ テ ロ で D ！1、乳酸を 生成す

る こ と，ア ビ 50GH ！50GIIL に よ る糖の 資化性パ ターン

か らL．brevi．s と同定する の が妥当で あ る と判断した．

　各種 GABA 生産乳酸菌の茶中で の GABA 生産量比較

　茶抽出物中で の GABA 生産能を他の GABA 生産菌 と比

較する た め，Inh4219 株 と GABA 生産乳酸菌を Brix3 ％

（タ ン ニ ン 含量 4．3mg ！mD の茶抽出液に グル コ ース 1％，

酵母 エ キ ス α5％ ，大豆 ペ プチ ドSMPI ％ を添加 した 培 地

（pH5 ．85），および茶抽出物を含まない培地 （グル コ ース

1％，酵母 エ キ ス 0．5％，大 豆 ペ プチ ド 1％ （pH6 ．04））で

30°C，48時間培養した，

　その結果，
「
rable　8に 示すように，　 mh4219 株は茶抽出

物中で もGABA 生産能は低下しなか っ た．これ に対して

L αctococcus　1α・ctis　FERM 　P−13646は，茶抽出物中では生育

で きず，他 の 菌株は生育 した もの の 茶抽 出物 中で は

GABA 生産量が低下 した．他 の 菌株は，生育 はできるが

ポ リフ ェ ノール に よりグル タ ミン 酸脱炭酸酵素の活性が

抑制されたか，もし くはグル タ ミン 酸脱炭酸酵素の 生成

系の
一

部が阻害され GABA へ の 変換率が低下した と考え

られ る．

　 GABA 生産 （培養経過）　 mh4219 株 を BrixO．25％

（タ ン ニ ン 8601tfml）の茶抽出液に グル コ ース 1％，酵母

エ キ ス O．5％，大豆 ペ プチ ドSMPI ％ ，グ ル タ ミン酸ナ 1・

リウム 1水利物 5％ を添加 した 培 地 で 30°C，72時間培養

し，乳酸菌数 pH ，　 GABA 含量，グル タ ミン 酸含量 を経

時的 に 測定 した．なお，グル タ ミ ン 酸脱炭酸酵素の至適

pH は 5付近と考えられるが，発酵とともに脱炭酸反応に

よりpH が上昇するため，24時間後に 50％クエ ン 酸溶液

を用 い て pH を4．5 に 調整した．

　mh4219 株の 菌数 は，24時間で 109　CFU 〆ml に到達 し，

こ の付近か ら次第に グル タ ミン 酸は減少し GABA が増加
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Table　3．　Production　of 　GABA 　by 盈actic　acid 　bacteria．

十 Tea　extract 一Tea　cx ［ra ⊂t
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Growth
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（mg ！dl）
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　 （％）
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Fig．2．　 Time 　 coursc 　 of 　GABA 　production　by　 s〔rain 　mh4219 ．
The 　 straln 　 mh4219 　 was 　 cultivated 　 fbr　 72h 　 at 　30℃ in　 tea

extract （Brb ⊆ 0・25％ tannin 　content 　360 μg恤 1，　pH5・0）
containing 　1％ 91ucose，0，5％ ｝

厂east 　extrac し，1％ soy 　peptide
and 　5％ sodium 　hアdrogcn　L（＋＞glutamatc　 monohydrate ．
The 　pII　of 　the 　medium 　was 　a 〔ミjusted　to　4 ．5　after 　24h　of

cultivadon 　b
γ
adding 　50％ citric　acid 　sol，Symbols： ●，GABA ；

■，glutamlc　acid ；◇，viable 　cells；▲，　pH ．

121064202468
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−12Before

　　　　　After

45min 　　　 Kraepelin　Test

して い っ た．72 時間後に はグ ル タ ミン 酸は，GABA へ

98．2％変換された 〔Fig．2）．

　同様に グル タ ミ ン 酸水素ナ トリウム 1水和物 10％添加

した場 合で も 72時間で変換率 ほぼ 98．5％，5．6g！dlの

GABA を産生 し た．本菌は茶抽出物中で GABA を産生す

るのみな らず．その生産力価 も これまで報告 されて い る

G ．KBA 産生乳酸菌
16・17，2〔））と比較して も遜色な い レ ベ ル で

あると考 えられた．

　発酵茶飲料の抗ス トレス効果検証試験結果　　ク レ ペ

リン 検査 に よ る ス トレ ス 負荷試験を実施 した時の 主観

的疲労感調査結果をFig．3お よび Fig．4 に示す．　POMS 短

縮版 で は被験物摂取群で TMD ス コ ア の ．ヒ昇が有意 に抑

制された，また，混乱 （confuson ），疲労 （fatigue），怒

り一敵意 （anger −hostili〔y），抑 うつ
一落込み （deprcssion−

dejection），緊張
一
不安 （tention −anxie しy）の 各項 目で検

査後の数値の E昇，また活気 （vigor ）の項 目で は数値の

低下 （疲労感の 上昇）が抑制される傾向が 見られた．

　また，自覚症状し らべ に お い て も合計点数，不安定感

（unscttlcd 　feeling），ね む け感 （drowsy　fccling），不快感

（unplcasant 　feeling），で の数値の 上昇を軽減す る傾向が

見ら れ た．これ らの結果か ら GABA を含む発酵茶飲料は

B
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ク レ ペ リン 検査に よる ス トレ ス 負荷に対 し，主観的疲労

感を軽減する作用がある こ とが示唆された，

　
一一

方，唾液中の ス トレ ス マ
ー

カ
ー

であるクロ モ グラニ

ン A お よび α一ア ミラーゼ は Fig．5に示すように被験物摂

取群，プラセボ群 ともにス i・レ ス負荷によ っ て．ヒ昇 し，

両群の 間に顕著な差は見られなか っ た．

　今回の試験にお い て 主観的疲労調査結果と唾液中の ス

トレ ス マ ーカーで ある ク ロ モ グラニ ン A お よび α
一ア ミ

ラーゼ の結果は
一
致 しな か っ た．唾液中の ス ト レ ス マ ー

カ
ー

とされる物質が直接イ ライラ感や不安感などの 心的

疲労状態を引き起こ す とされてい るわ けで はな く，主観

的疲労調査の結果 と
一

致しな い こ とは，ただちに 矛盾し

た結果とは言えな い ．む しろ，唾液中の ス トレ ス マ
ー

カ
ー

が上昇することは生体の 正常な ス トレ ス 防御反応 と考え

られ，むやみに こ れ らを抑制せず，主観的疲労感を軽減

できる方がむ しろ好ま しい か もしれな い ．しか しなが ら，

GABA を用 い た横越 らの 報告 21）で は主観的疲労感の みな

らず唾液中の ス トレ ス マ ーカ ーも抑制さ れ て お り，今回
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の 試験結果 と
一
致 しな い．横越ら の試験で は あらか じめ

心身的な疲労感を持つ 人 を被験者として お り，こ の こ と

が唾液中の ス トレス マ ーカ ーに対する GABA の影響に差

が生じた可能性が考え られ る．また．被験物中の GABA

以外 の 成分の影響 も考えられ，さらに詳しい 検討が必要

と思われ る．

　 またク レ ペ リン 検査 の 正解率 はGABA 摂取群でやや高

か っ たが，統計学的有意差は認 められなか っ た，

　 mh4219 株で 発酵した茶は強い 酸味 を呈す る こ ともな

く，官能的に も好ましい もの で あ っ た，また 1 茶中で の

GABA 生産量は 2 − 5％以上 に達する ため，あらか じめ発

酵した茶を未発酵の茶や その他の原料で希釈する こ とが

で き，発酵茶をべ 一ス にした各種の飲料の製造が可能と

考えた．

　また，今回 の試験で mh4219 株に よ る発酵茶飲料は ク

レペ リン 検査に よ る ス トレ ス負荷に対して 主観的疲労感

を軽減す る 効果が 示唆さ れ た．ス トレ ス の 多い 現代社会

に お い て有用な作用 で あると考えられ，mh4219 株に よ

る発酵茶は こ の ような機能を有する飲料へ の応用が期待

できる．

要 約

　茶抽 出液中で生育 し，GABA を産生する乳酸 菌の検索

を行 い ，mh42 ユ9株を分離 した，本菌は，　 Brix　3％タ ン ニ

ン 濃度 4，3mg ！ml の 茶抽出液中で も　グル タ ミン 酸か ら

の変換率 94．4％ で GABA を産生 した．　mh4219 株は，16S

rDNA の部分塩基配列，発酵形式，糖の資化性な どか ら

Lactobacillus　brevisと「司定した，　 mh4219 株を用 い 発酵さ

せた茶飲料に つ い て ク レ ペ リン 検査 に よ る ス トレ ス 負荷

試験に お ける抗ス トレ ス作用を検討 した．その 結果，発

酵茶飲料の飲用に よ っ て POMS お よ び 自覚症状しらべ に

お ける 主観的疲労感を軽減させ る作用が示唆された．し

か し唾液中の ス トレ ス マ ーカーである ク ロ モ グラニ ン A

お よび α
一ア ミ ラーゼに つ い て 差は認め られなか っ た，
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